
群馬県における縄文時代早期末から

1.はじめに

前期初頭土器群の様相
縄文系土器を中心に

藤巻幸男

関東地方における早期末から前期初頭土器群の研究は、これまで南関東地域を中心に進められ

てきた。その成果は1982年の神奈川考古同人会主催のシンポジウム「縄文時代早期末 ・前期初頭

土器の検討」で整理され、各地出土の土器群とそれに対する認識が共有化された。これにより、

南関東では打越式、神之木台式、下吉井式の変遷が確認され、東海地方の石山式から塩屋式に対

応する土器群として位置づけられた。また、このシンポジウムは各地の該期土器群の再検討を促

す結果ともなり、各地域の実態解明に向けて新たな段階をむかえつつある。

一方群馬県の該期土器群は、まだ正確には把握されていない。それは資料数の少なさと南関東

に分布する打越式、神之木台式、下吉井式土器の伴出が認められないことも一要因となっている。

県内で該期土器が最初に注目されたのは、 1973年から76年にわたって調査された前中原遺跡出土
(1) 

の縄文施文尖底土器を伴う一群である。 1982年に刊行された報告書では、撚糸圧痕文をもつ土器

について「花積下層式土器の文様要素に通じている」とし、尖底土器とともに早期末葉から前期

初頭に位置づけられた。また、尖底土器に見られる不規則な縦走縄文を黒浜式の菱形羽状縄文と
(2) 

区別し、東北地方との関連を示唆した。 1977• 78年に調査された荒砥上諏訪遺跡では、条痕文系

土器とともに内面に条痕をもつ縄文系土器の一群が出土した。条痕文系土器は貝殻背圧痕文を施

すものや擦痕 ・無文のものを含み、文様要素の少ない一群であった。これらは1988年に刊行され

た群馬県史「資料編 l」に掲載され、条痕文系土器は茅山式古段階に、内面に条痕をもつ縄文

系土器の一群は早期末葉に各々位置づけられた。これら 2遺跡の調査は、早期終末に東北地方と
(3) 

関連をもつ縄文系土器群が存在することを示した点で重要である。しかし、外播山遺跡では内面
(4) 

に条痕をもつ縄文系土器と条痕文系土器の明らかな共伴が認められ、二之宮千足遺跡でも擦痕 ・

無文のものを含む条痕文系の一群と縄文条痕土器が伴出しており、これらは共伴する可能性がで

てきた。その後僅かづつながら資料が蓄積され、特に縦走縄文の一群とそれにつぐ花積下層式古

段階の一群は、遺構を伴う例や集落単位の調査事例も見られるようになった。これらの資料は1988
(5) 

年に第2回縄文セミナー 「縄文早期の諸問題」で取り上げられたが、早期終末の土器群について

は十分に検討されなかった。

ここでは県内出土の該期土器群を主要遺跡を中心に紹介し、関連する周辺地域の土器群との比

較をしながら時間的位置づけを試み、各段階での周辺地域との関連を検討することを目的とする。

資料的不十分性は否めないが、群馬県でもこの時期の土器群は文様要素が少ないため、その扱い

は常に不十分なものに終わっていた。小論がそれを解消する一助となれば幸いである。
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2.県内の主要遺跡

群馬県出土の早期終末土器群は、条痕文系土器を主体とする一群と縄文系土器を主体とする一

群に大別することができる。前者は調査例が少なく遺構を伴う事例もほとんどないのが現状であ

る。わずかな包含層や他の時期に混在して出土する例が多く、擦痕を残す無文土器や縄文系土器、

絡条体圧痕文土器を伴出するケースがしばしば見られるが、南関東地域に分布する打越式、神之

木台式、下吉井式と認定できるような土器は、今のところ見あたらない。一方後者は近年になっ

て調査例が増加しつつあり、数遺跡で遺構も発見されている。土器は地文に特徴があり、斜位施

文によって条が縦位となる縦走縄文を主体とする一群と、横位施文を主に羽状・菱形羽状を構成

するものを主体とする一群とが認められる。このうち後者は、いわゆる花積下層式土器の古い段

階にあたる。

ここでは条痕文系土器を主体とする一群を I期、縄文系のうち縦走縄文を主体とする一群をII

期、羽状・菱形羽状構成を主体とする一群をIII期とし、各々の主要遺跡を紹介していきたい。

(1) I 期

外擢山遺跡（図 1)

勢多郡新里村に所在する。遺跡は赤城山南麓丘陵上の標高270mほどの緩斜面に立地している。

縄文・古代の複合遺跡で、縄文時代では前期諸磯式期の住居3~4軒と土坑10基が調査されてい

る。ここに示した土器は入れ子の状態で単独に埋設されていた土器である。住居の炉に伴う可能

性もあるが、手掛かりは得られていない。またこれに伴う時期の土器の出土はごくわずかであっ

た。いずれにしてもこの 2個体は明らかな共伴を示しており、全体の構成が理解できる縄文条痕

土器と条痕文土器の共伴例として重要で

ある。 1は平底を呈する円筒状の深鉢で、

高さは45cmである。口縁は波状を呈し、

おそらく 4単位となるであろう。文様は

ロ唇下に沿って隆線をめぐらし、波頂下

には縦位の隆線を垂下させている。口唇

部および口唇下の隆線には棒状具による

刻み目が施されるが、波頂下の縦隆線に

は施されない。胴部には下半にあらかじ

め縦位の明瞭な貝殻条痕を施し、上半に

は0段3条のRLとLRの縄文を交互に

横位施文して、整然とした菱形羽状縄文

を構成している。縄文一帯の幅は 4cmで、

波頂部を基準に器体を8等分している。

内面は擦痕状の条痕を縦方向に施すが、
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図1 I期の土器（外擢山遺跡）
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上半部はナデにより消滅している部分が多い。器厚は 8mm前後で、胎土には多量の繊維を含む。

2は入れ子になっていた土器である。高さ24cmの平縁を呈する尖底土器で、口縁部はわずかに外

反する。外面には貝殻条痕を縦位に施すが、かなり不明瞭となっている。内面にも縦位の条痕が

認められるが、ナデにより消されている部分が多い。器厚は 6~7rnmで胎土には多量の繊維を含

む。

荒砥上諏訪遺跡（図 2)

前橋市西大室町廷所在する。追跡は赤城山南麓の標蘭l~Umの台地上に立地する。縄文時代と古

墳時代の複合遺跡で、縄文時代では前期諸磯b.C式期の住居2軒と包含層が調査された。包含

層からは草創期から中期にわたる土器が出土したが、該期以外の土器はわずかである。該期土器

は条痕文系が70％に対して縄文系が30％伴出しており、他に絡条体圧痕文土器と同回転文土器各

1点が出土している。

条痕文系土器は表裏に条痕を施すもの(1.2)、内面が無文化したもの、外面が無文化したも

の、表裏とも無文化したもの (3 • 4) などが認められ、全体の半数に無文化の傾向がうかがえ

る。口縁部は平縁で、口唇部が弱く外反するものが多い。底部はいずれも尖底である。文様を施

文するものはないが、貝殻背圧痕を施すものは若干あり、条痕施文と無文の両者に認められる (5

~7)。条痕はいずれも貝殻によると思われ、絡条体条痕と判断できるものは見あたらない。胎土

には多量の繊維の他に、大粒の礫粒を含むものが目立つ。器厚は 8mm前後であるが、 6mm前後の

薄手のものもある。器面に凹凸の認められるものが多く、特に無文の類は内面に指頭痕を明瞭に

残すものがある (3)。 8は絡条体圧痕文土器で、隆帯の両側に沿って圧痕文を施し、隆帯上には

斜位に同圧痕文を施文している。内外面にはうっすらと条痕が残る。器厚は 7mmで胎土に多量の

繊維を含む。

縄文系土器は内面に条痕や擦痕を施したものが主体で、無文のものも若干出土している。主体

を占める前者は 2種類の原体を横位施文して菱形縄文を構成するものが多い。原体は 0段多条（お

そらく 3条）を多用しているが、 2条のものもあり、多条のものは整然とした菱形を構成するの

に対し、 2条のものはやや乱れる傾向が伺える。口縁は平縁と波状縁とがあり、前者が主体とな

る。いずれも外反するものが多い点は、条痕文系との共通性が伺える。口唇部は上面が平坦で外

縁が突出するものが多い。口唇部に施文を加えるものも多く、 9• 10 • 12は絡条体による回転施

文、 11• 13は棒状あるいはヘラ状の施文具による刻みが各々施されている。口縁部文様は沈線に

よるものと隆帯によるものとがある。 13• 14は口縁部に 2本の平行沈線を施し、 13ではその上下

に弧状文を加えている。15は隆帯をめぐらすもので、隆帯上にも縄文を施文している。なお、18~20

では外面にも条痕の施文が認められ、縄文の施文は途中で停止している。これは外擢山遺跡の土

器と共通する特徴である。いずれも胎土には多量の繊維を含むが、礫粒を含むものはない。器厚

や器面の特徴は条痕文系土器と共通している。一方、内面無文の一群は、斜縄文（羽状の可能性

が強い）を施すものと斜位施文により条が縦位になるものとがある。斜縄文は口縁部破片に限ら

29 



畠
f5
贔
j
7

門
叶
且
口
じ
．
悩
“
：
社
＇

心
焚
ぷ
19
t
J
.

§

t

｀

睾

尋

勺

ー

剛
i
`

響
D
s

攣

言

疇

正
負
魯

虚
必
瓢

5

,

‘

]

:
 

I
`
 
g
 

疇

績

口

2

8

3

0

ロ
ロ
ロ
ロ
ー

・

｛

ぎ

．．
 べ
5

．
悶
ぃ
‘
}
・
・

羹

＿

瞬`

繋

'

-

瓢

□

皇
皇
⇔

ぞ
桑
愈
因
疇
’
＇
ハ
‘
ぶ
＾
忍

／
2
7

1
J""ーヽ
・、
A

口

曇
5

筐

[

i

ク

；

二

詈

｀

心

ロ

『

ベ

ベl
7

|

|

2

6

□□
川

□

こぃ
'

,

9

口
□ロー
ル

i

|

|

八

．

露

澤

加

h

：

笠

i

蓬

芝

号

奮

烈

心

• [
1
[

ベ

- i
g
-
1口
鬱
如
・
〗
疇
夏
麟

万
'

1

5

.

9

.,

ぷ
L
パI

4

：
》
＾
憎

1
，

□20

ロ
昌

｀
疇
＂

—
-
口

零
f
y
{
`

□
1
6

芦
＞
~
鬱
□
｀
t
プ

“

霞

＂

．

A
9.

、

虞

声

i

ね

ぢ

，

．

迄

戸

臼

｛

，

伍

謬

鬱

[

言

忍翌，

9

9
.
.
’
-

ふ

?

-

D

15

i

芦
三

／
／

へ
↑
＿

り
』

H
．

葛

り

●

i

葵

， 5
9
沢

＇

l

5
l
閲
．
芦
ふ
ゃ
’

]

〗
胄

竺

葦

妍

へ

ご
｀
‘

1

4

¥

、

g

)

存

話

ぷ

．

ら

（

ダ

＿

u

．讐咬

◇
.
J

ぷ
§
'

姿

さ
、
•
t

r
?
'←

．．
 公

油

g

宮

・

一

弩

、

欧

塁

唸

｀

-
9
 

.

.
 』

Y

．

ぃ

苔
2
5

人
、
．
／

，E
.

名

沼

忌

、ふ冷

図2 I期の土器（荒砥上諏訪遺跡）

30 



れている。 27• 28は肥厚口縁を呈するもので、肥厚部に縄文RLを横位施文している。 26は口唇

下に 3本の隆線をめぐらし、口唇下に撚糸で鋸歯状文を施している。口唇部と隆線には刻み目が

付けられる。 25• 29 • 30はいずれも条が縦位となるもので、 29• 30は施文の方向を変えて斜格子

状に重複施文をしている。原体は 1種類である。 30は平底の底面にも縄文が施文されている。 25

は尖底となるであろう。いずれも原体は 0段3条を使用しており、条痕施文の一群に較べて細い

原体を使用する傾向が伺える。器厚は 6~7mmのものが多く、 5mm以下の薄いものもある。胎土

には多鼠の繊維を含み、内面はー）デ調整されている。以上の特徴からこの一群はII期に含まれる。

24は絡条体回転文を施す土器で、 Lの縄1本を間隔をあけて巻いた原体で、斜方向に重複しな

がら施文している。内面は無文である。器厚は 8mmで、胎土には多量の繊維を含んでいる。

以上の土器のうち、条痕文系の一群と縄文条痕（擦痕）の一群は共通する要素が多く、共伴す

る可能性が強い。絡条体圧痕文土器は近年長野県で資料が増加し、早期末葉まで継続することが

判明している。これも条痕文系の一群に伴うかもしれない。

二之宮千足遺跡（図 3)

前橋市二之宮町に所在する。荒砥上諏訪遺跡の南西3.7kmにある同地域の遺跡である。旧石器時

代から中 ・近世にわたる複合遺跡で、縄文時代では埋設土器 1基、集石 7基、土坑13基、陥穴3

基と包含層が調査された。こうのうち該期に属すものは埋設土器 1基、集石7基、土坑4基と包

含層の一部である。集石や上坑からは条痕文系土器を中心とする小破片が出土しており、条痕文

と無文および無文と縄文系の伴出が認められた。包含層は草創期から後期にわたる時間幅をもつ

が、該期は早期沈線文系土器と前期諸磯b式期との間にあり、近接する時期のものは認められな

い。ここでは埋設土器 1個体と包含層出土の主要土器を示した。 22は包含層とは別地点で単独に

埋設されていた土器である。丸底状の尖底を呈し、外面には 0段2条のRLとLRを交互に横位

施文して菱形縄文を構成し、内面にはかなり幅広の施文具で縦位の条痕を施している。縄文の構

成はかなり乱れており、内面には指頭痕を明瞭に残している。器厚は 6~7mmで胎土に多量の繊

維を含んでいる。

包含層出土の土器は、条痕文系土器、絡条体圧痕文土器、絡条体回転施文の土器、縄文系土器

を含んでおり、条痕文系土器が全体の 8割強を占めている。

条痕文系土器には内外面に条痕が認められるものの他に、外面が無文化したもの、内面が無文

化したもの、および両面とも無文のものが認められ、荒砥諏訪西遺跡と同様に約半数に無文化の

傾向が伺える。また、貝殻背圧痕文が施されるものも少数含まれている。口縁部は平縁で外反す

る傾向があり、底部は丸底状の尖底を呈するようである。ここに示した口縁部 6点のうち、明瞭

に条痕が認められるものは 6のみであり、その他は擦痕状あるいは無文である。 1• 2は肥厚口

縁の土器で、肥厚部には貝殻背圧痕が施されている。 3• 4には口唇部に貝殻背圧痕が認められ、

6では口縁内面に絡条体圧痕文を思わせる斜位の刺突列が施されている。 8~13は主要な胴部破

片である。条痕は貝殻で施文するものが大半であるが、絡条体によるものも数点認められた。 8.
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9は条痕施文の後に貝殻背圧痕を施している。器厚は 7~8mmのものが多いが6mm前後の薄手の

ものもあり、器面に指頭痕を残すものが目立つ。胎土には多量の繊維を含んでいる。

絡条体圧痕文土器は8点出土しており、そのうちの 4点を図示した(14~17)。いずれも平縁で

口縁部が外反する特徴をも っている。 14~16は口縁部に隆帯をめぐ らす一群で、隆帯上には絡条

体圧痕文が斜めに施文される。14はそれに縦位の隆帯が伴い、隆帯上には矢羽根状の圧痕が施さ

れている。 15• 16は幅広の太隆帯を使用したもので、 15では口縁部と隆帯上の圧痕が羽状構成に
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なる。 15では隆帯の両側を圧痕文で縁取っているが、 14• 16では口縁部側のみの縁取りである。

なお、 14は口唇部にも圧痕文が施文されている。 17は隆帯を伴うか不明だが、口縁部に斜位の圧

痕文を施している。器厚は 6~7mmで胎土に多量の繊維を含む。 14は内面にうっすらと条痕を残

すが、他は無文である。

縄文系では、羽状あるいは菱形羽状縄文を構成するものと斜位施文を特徴とするII期の土器群

とが出土している。 18~21は内面に条痕が施文された一群である。いずれもやや細い 0段2条の

縄を使用し、施文は横位に限られるなど、埋設土器と共通する手法が見られる。細片のためはっ

きりしないが、縄文は菱形構成となるであろう。内面の条痕は斜格子状に施文するものが多い。

23 • 24は沈線で文様が加えられる一群である。口縁部形状は条痕文系や絡条体圧痕文と共通して

いる。地文は0段2条RLとLRで菱形羽状縄文を構成するが、縄文条痕の一群に較べて節が大

きく、施文は乱れている。文様は 2本の平行沈線で描かれる。 23は縦位の区画線が特徴的で、そ

れを基点に弧状文を描く。 24は鋸歯状の構成であろうか。なお23は口唇部にも縄文の施文が及ん

でいる。 27は尖底部付近の破片である。以上の土器は器厚が7~8mmで胎土に多量の繊維を含み、

内面に条痕は認められない。 25• 26は斜位施文を特徴とするII期の土器である。いずれも節の細

かい 0段3条縄を使用し、斜方向の施文を組み合わせて縦長の菱形状の構成を意医している。器厚

は6~7mmとやや薄手で、胎土には多量の繊維を含む。内面に条痕は認められない。

28はL縄を使用した絡条体を斜方向に回転施文した土器である。尖底部付近の破片で、器厚は

8 mm。胎土には多量の繊維を含み、内面に条痕は認められない。

以上のように、 1期は条痕文系土器、縄文系土器、絡条体圧痕文土器で構成される。主体を占

める条痕文系土器は表裏に条痕を施すものの他に、擦痕状のものや無文のものを含んでおり、約

半数に無文化の傾向が伺える。また、これらには貝殻背圧痕文を施文するものが少量含まれてお

り、二之宮千足遺跡では肥厚口縁の土器が認められた。器形は尖底を呈する平縁の土器で、口縁

部は弱く外反するものが多い。器厚は8mm前後のものが多く、胎土には多量の繊維を含んでいる。

また、内面には指頭痕を残すものが多い点も特徴の一つにあげておきたい。縄文系土器は内面に

条痕を伴うものを主体に、擦痕状のもの、無文のものを含んでおり、条痕文系土器との共通性が

認められる。縄文は 0段2条縄と 0段3条縄が使用され、いずれも横位施文による施文幅の広い

菱形縄文を構成するものが多い。施文は 2種類の原体を使用するものが多く、節の細かいものは

整然とした構成をとるのに対し、節の大きなものは施文の方向がやや乱れる傾向がある。縄文系

土器には少なくとも、口縁部に隆線（隆帯）を伴うもの (A類）、 2本の沈線で文様が施されるも

の (B類）、縄文のみが施文されるもの (C類）の 3タイプが認められる。 A類は外播山遺跡が好

例で、節の細かい縄文で菱形羽状縄文を構成し、外面の一部と内面に条痕文が施される。 B類は

荒砥紙諏訪 ・ニ之宮千足の両遺跡で出土しており、いずれも平縁である。施文の乱れた菱形羽状

縄文を特徴としており、内面に条痕文が施されるものと無文とがある。 C類は荒砥上諏訪遺跡で

出土しており、平縁と波状縁がある。縄文は節の大きな 0段2条縄と 0段3条縄とがあり、施文
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は乱れるものが多い。内面にはいずれも条痕が施される。総じて 0段多条縄が多用され、 口唇部

に刻みや縄文などの施文がみられるのも、 この時期の特徴であろう。器厚や胎土は条痕文系と同

様である。絡条体圧痕文土器は口縁部に隆帯をめぐらすタイプが主体で、二之宮千足遺跡では縦

位隆帯を伴うものが出土している。施文は等間隔の斜め施文が特徴であり、羽状の構成をとるも

のもある。隆帯の両側は圧痕文で縁取りされるが、片側が省略されるものもある。外播山遺跡は

資料が限定されているため、 これらの伴出は認められないが、荒砥上諏訪、二之宮千足両遺跡の

内容は、量比では多少の違いはあるものの、ほぽ同様のまとまりを示していると言えよう。ただ

し両遺跡とも包含層の資料であり、資料としての限界性をもっている。絡条体回転施文の土器と

II期の縄文系土器がこれに共伴するかは判然としない。

なお、近年の資料増加に伴い、これまであまり見られなかった資料の出土も知られるようになっ

た。そのうちの 2例を追加しておきたい。
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図4 I期の土器（上：熊の穴II遺跡 下：下鶴谷遺跡）
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(6) 

図4の上は熊の穴II遺跡出土土器である。この遺跡では早期後半の条痕文系土器に伴って絡条

体圧痕文土器が多量に出土している。ここに示したものはそのうちの一部で、絡条体圧痕文土器

のなかでは新しい段階に位置づけられると思われる一群である。いずれも胎土の多量の繊維を含

む厚手の土器である。 1~3は肥厚口縁の土器で、肥厚部と口唇には刻みをもち、 3ではその下

に絡条体圧痕文を鋸歯状に施している。 4~6は縄文を施したもので、いずれも口唇下に絡条体

圧痕文を伴う隆帯をめぐらしているが、この隆帯は途中でたち消えとなる特徴をもっている。ま

た、 4では 2本の平行する絡条体圧痕を縦位に施し、その上端から対角線状に同圧痕を施してい

る。縦位の区画線には隆帯が伴っている。縄文はいずれも 0段2条RLの縦位施文で、内面はナ

デ調整で指頭痕が残る。なお、 4• 5は口唇部にも同圧痕が施されている。 7は刻みをもつ太隆

帯をX字状に施した土器で、器面には条痕がわずかに残る。 8• 9は貝殻背圧痕文が施文された

土器で、内面には 2点とも条痕文が施されている。 10は縦位の条痕が施された胴部破片である。

なお本遺跡では他の縄文系土器は伴っていない。
(7) 

図4の下は下鶴谷遺跡出土土器である。この遺跡では条痕文系土器を主体に縄文系土器が伴出

しており、荒砥上諏訪遺跡や二之宮千足遺跡とほぽ同様の内容をもつが、それらに表裏縄文土器

が伴出している。 13~17は縄文条痕土器である。 13~16は外面にも条痕が施されたもので、外擢

山例や荒砥上諏訪例と一致するが、施文の仕方に違いが見られる。 17は隆帯を伴うもので、隆帯

上にも縄文が施文されている。隆帯を伴う土器は荒砥上諏訪遺跡でも一点出土している。縄文は

13~16が0段2条RLの縦位施文、 17は0段3条RLとLRの横位施文で菱形羽状を構成してい

る。 18~20は表裏縄文の土器で同一個体であろう。節の細かい 0段2条縄を使用しており、 2種

類の原体を縦位施文して整然とした菱形縄文を構成している。内面も同原体を使用しているが、
(8) 

菱形となるかは不明である。なお、この段階の表裏縄文土器の出土は県内では初出であろう。

以上の 2遺跡を先述の 3遺跡と比較してみると、熊の穴II遺跡では絡条体圧痕文を伴う縄文施

文の土器以外の縄文系土器の伴出がなく、これらは 3遺跡に先行する可能性が強い。下鶴谷遺跡

の土器は外擢山遺跡の縄文系土器と類似するが、縄文が縦位施文を特徴とする点と表裏縄文を伴

う点で特異性をもっていると言えよう。

(2) II 期

前中原遺跡（図5)

利根郡月夜野町に所在する。利根川に面した右岸台地上に立地し、標高は460m程である。縄文・

平安・近世の複合遺跡で、縄文時代では住居4軒・土坑35基・炉穴 4基が調査されている。この

うち住居4軒と土坑2基が該期の遺構である。

遺構出土の土器は斜位施文を特徴とする縄文系土器群で占められている。いずれも 0段 3条縄

を使用し、上下方向の斜位施文を組み合わせて縦長の菱形状の縄文を構成するタイプが多く、大

半はRLとLRの2種類の原体を使用している。 1は2種類の原体を交互に横位施文して菱形縄

文を構成する。 5は1種類の原体で条を縦位に施文するもので、 8もそれに含まれようか。 9.
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12は口縁部に細い撚糸圧痕で鋸歯状構成の文様帯を構成している。撚糸は0段3条のRとLを合

わせた矢羽根状の施文であり、花積下層式の口縁部文様に使用されるものと共通の特徴をもって

いるが、密に集合施文する点と渦巻状圧痕を伴わない点が異なっている。ただし12では原体クロ

スエンドの圧痕が付く。文様帯は上下を横位の圧痕で画され、 9は文様帯下に横位施文の縄文の

一部が見える。口唇部はいずれも上端に平坦面をもっており、 12は肥厚口縁を呈す。器厚は 7~8

mmとやや薄手で、胎土には多量の繊維を含んでいる。 3は斜向する絡条体回転文を地文に、横位

の同圧痕文が施文された土器である。これと同様の土器は長野県に類例がある。胎土には多量の

繊維を含む。 20は斜向する絡条体回転文を地文に、平行沈線で縦区画を伴う文様が施される。ニ

之宮千足遺跡の土器（図 3-23•24) に類似している。

21~46は遺構外出土の土器である。 21~30は口縁部に文様帯をもつもので、 21~24は遺構出土

のものと同様の構成である。 22は口唇部に縄の圧痕、 24は刻み目が付けられている。 27は文様帯

下に肥厚部をもつ。 25・26は集合施文しないタイプで、口唇部には矢羽根状の刻み目が付く。 29・

30は口唇下にやや太い撚糸圧痕を 2本めぐらし、以下に 0段3条RLとLRで幅の狭い羽状縄文

を構成している。 31~35• 41は縄文施文の口縁部破片である。口唇部は角頭状のものと内削ぎ状

で先細りになるものとがある。 33• 41は2種類の原体を交互に横位施文して、整然とした菱形お

よび羽状縄文を構成している。 42• 43も同様の胴部破片である。 44~46は丸底状の尖底を呈する

底部破片である。いずれも縦走縄文が施されており、本類に伴う底部であることを示している。

以上の土器はかなり厚手のものから薄手のものまで含んでいるが、総体的に 7~8mmのものが多

く、胎土には多量の繊維を含んでいる。また、いずれも 0段3条縄を使用している点も遺構出土

の土器と共通している。なお、 31• 33 • 40~43は報告では黒浜式に比定しているが、本地域の黒

浜式土器の特徴である沈線や条線施文の土器、刺突文施文の土器、あるいは正反の合撚り縄文施

文の土器の出土は認められない。また、黒浜式土器は内面に研磨を施すものが一般的だが、本遺

跡出土のものはナデ調整である。以上のことから 3• 20を除くものを一括してII期としたい。

宮地遺跡（図6の上）

利根郡月夜野町に所在する。前中原遺跡の対岸にあたる利根川左岸台地の斜面に立地し、標高

は460mである。本遺跡でも該期の住居2軒と土坑1基が調査されている。いずれの遺構も 0段3

条縄を使用した縦走縄文施文の土器が主体となっている。 1号住居では縦走縄文を施した尖底部

が出土している。 2号住居では羽状縄文の土器が共伴している。 23は肥厚口縁の土器で、口縁部

には矢羽根状の撚糸圧痕を鋸歯状に集合施文している。 79号土坑では施文の方向を変えて縦長の

菱形状に施文したものが多く、 26• 27では 2種類の原体を使用している。器厚は 7~8mmでいず

れも胎土に多量の繊維を含む。内面はナデ調整で、条痕は認められない。

五十嵐遺跡（図6の下）

吾妻郡中之条町に所在する。吾妻川の支流である名久田川右岸の底平な台地上に立地し、標高

は418mである。縄文時代と平安時代の複合遺跡で、縄文時代では住居3軒と土坑12基が調査され
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ている。このうち該期に含まれるのは住居2軒である。

9号住居は土器の出土量が豊富で、口縁部に文様帯をもつもの、斜位施文のもの、羽状縄文の

ものが伴出している。住居中央の床面付近から出土したものが多いが、器形復元された16• 17の

2個体は床から27cm浮いた状態でまとまって出土している。 1~3は口縁部文様帯をもつもので、

1は刻み目を付けた 3本の隆線をめぐ らしたもの、 2• 3は矢羽根状撚糸圧痕で鋸歯状あるいは

菱形を構成するものであろう。なお、 2では文様帯下を 2本の隆帯で区画している。 2• 3のロ

縁部文様は前中原遺跡や宮地遺跡のものに較べて横長の構成となっており、胴部の縄文は羽状縄

文を使用している。 6はこれらの胴部破片であろう。それ以外の胴部破片はいずれも斜位施文の

もので、縦長の菱形構成を意図した構図となっている。 2種類の原体を使用したものと 1種類で

施文方向を変えるものとがある。 13~15は底部付近の破片であるが、その形状から尖底となるで

あろう。 16• 17は2種類の原体を横位施文して、整然とした羽状縄文を構成する土器である。覆

土上層からの出土であるが、同じく羽状縄文をもつ 2• 3と器形や口唇部形態も近似しており、

同時期の一群と考えたい。以上の土器はいずれも 0段3条縄を使用しており、内面はナデ調整で

条痕は認められない。器厚は10mm以上の厚手のものが多く、胎土には多量の繊維を含んでいる。

なお、 11号住居からは丸底状の尖底を呈する土器一個体分と小片数点が出土している。

県内の基準資料として遺構を伴う 3遺跡を紹介したが、本群は縄文の施文が特徴的で目に付き

やすいためか、単独出土事例も数多く、その分布は県下全域に及んでいる。図 7は口縁部文様を

もつものを中心に集成したものである。器厚は10mm前後のものが多く、内面はナデ調整で胎土に

は多量の繊維を含んでいる。 1はゆるい波状口縁のもので、口唇部には、刻み目が付けられる。

文様はR縄の絡条体回転文を地文に、 3本の沈線を口縁に沿って山形状に施し、下端を同沈線で

区画している。 2• 3は肥厚口縁のもので、肥厚部に縄文を鋸歯状に回転施文している。胴部も

同一原体を使用しており、 3は2種類、 2は1種類の原体である。 4は肥厚口縁のもので、肥厚

部にRとLを合わせた矢羽根状撚糸で鋸歯文を組み合わせて菱形文を構成し、文様帯上下を撚糸

の圧痕で区画している。なお、胴部の縄文は 2種類の原体を使用している。 5は内折する口縁部

に斜位の沈線が施される。 6・7・8・9・10は肥厚口縁の幅が狭い一群で、 6は集合沈線によ

る鋸歯文、 9・10は矢羽根状撚糸圧痕、 7は1本単位の撚糸 2条をそれぞれ施文している。なお、

6 • 9は口縁部に山形の突起が付く。胴部の縄文は 6が1種類、他は 2種類を使用している。 8

は斜向する縄文を施すもので、口唇直下に 2段RLの縄圧痕をめぐらしている。 2段縄の押圧は

東北地方で多用される手法である。 11は2~3条の隆線をめぐらすもので、五十嵐遺跡例と同様

のものであろう。 12~15は口唇部下に隆帯をめぐらす一群で、他の文様要素は認められない。ロ
03) 

縁部は平縁と波状口縁とがあり、平縁は隆帯が一本のようだが、波状口縁のものは複数の隆帯を

施している。隆帯には斜位の刻み目か縄文が施文される。胴部の縄文は羽状あるいは菱形羽状で、

施文は口唇直下まで及んでいるものが多い。 I期の外播山遺跡例に類似するが、口唇部形状は本

群に近似しており、内面に条痕は認められない。 III期に伴う可能性もあるが、撚糸圧痕土器の伴
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出は認められないため、本群に含めておきたい。 16~19は胴部破片で、 16は2種類、他は 1種類

の原体で構成される。

以上の土器も含めて本群土器の特徴をまとめると、以下のようである。

1. I期で主体を占めていた条痕文系土器群の伴出は認められない。

2.内面に条痕を施文するものはなく、いずれもナデ調整が主体である。

3.平縁を基本とするが、まれに突起が付くものや波状口縁がある。

4.底部は丸底状の尖底で、平底を呈する土器は今のところ認められないが、羽状縄文の土器は

平底となる可能性が強い。

5.口縁部に文様帯をもつものは、肥厚口縁のものとそうでないものとがある。肥厚口縁のもの

は鋸歯状の文様構成との結び付きが強い。施文要素としては縄文 ・矢羽根状撚糸圧痕文 ・沈

線文があり、いずれも集合化する傾向がある。また胴部文様は斜位施文による縦条あるいは

縦長の菱形構成の縄文がほとんどである。これに対し肥厚しないものは、横長の菱形あるい

は横帯状の文様構成と結び付いている。施文要素は、横長の菱形は矢羽根状撚糸圧痕文、横

40 



帯状のものは 1~2条のやや太い縄の圧痕もしくは刻み目や縄文が施文された複数隆線や隆

帯がある。また、胴部文様は横位施文による羽状あるいは菱形羽状縄文となる場合が多い。

いずれも口縁部文様に渦巻文の施文は認められない。

6.口唇部形態は上面が平坦となるものや内削ぎ状のものが多く、まれに先細りとなるものもあ

る。また、口唇部に刻み目が付くものはいたって少ない。

7.器厚は 8mm前後のものと10mm前後のものとがあり、いずれも胎土に多量の繊維を含んでいる。

(3) III 期

五目牛清水田遺跡（図 8• 9) 

佐波郡赤堀村に所在する。粕川右岸の砂壌土性微高地に立地し、標高は86mである。縄文時代

から中 ・近世にわたる複合遺跡で、縄文時代では該期の集落を調査した。確認された遺構は住居

6軒、土坑16基、集石土坑22基、配石8基で集落のほぼ全域が遺物廃棄場となっていた。出土土

器は縄文系土器群の他に条痕文系土器も数点認められる。縄文系土器群は 2種類の原体を横位施

文して菱形羽状を構成するものを主体に、羽状縄文や斜向縄文のものもある。口縁部の文様帯は

撚糸圧痕による重畳する菱形文で4単位構成され、各菱形文には渦巻文が伴う。撚糸圧痕はRと

Lを合わせて矢羽根状にしたものが主体だが、同じ撚りのものを 2本単位で施文したものや太縄

を1本単位で使用したものもある。撚文はいずれも 1段縄で、 2段縄は使用されない。その他に

沈線で口縁部の文様帯を構成するものも僅かに出土している。口縁は平縁が主体だが、山形状の

突起が付くものもある。底部は尖底と平底とがあり、尖底が約8割を占めている。縄は圧痕に使

用されるものも含めてほとんどが0段 3条縄を使用している。胴部の縄文は単節 (2段）が主体

だが、無節 (1段）も若干あり、いずれもかなり太い縄が多用されている。器厚は12mm前後の厚

手が主体で、なかには16mmのものもある。胎土には多量の繊維を含んでおり、内面はナデ調整で

かる＜研磨を施すものもある。

出土土器には時間幅も想定されるが、そのなかから比較的古い様相をもつ 1号住居を中心に図版

化した。菱形羽状縄文は一帯の施文幅が広く、口縁部の文様帯幅は胴部縄文の施文幅に一致する

傾向がある。文様帯下の区画は明瞭に行わないものと、隆帯で明瞭に区画するもの (16• 24) と

があるが、文様帯幅の狭いものは前者の場合が多い。口縁部文様をもつものは口唇下につまみあ

げたような小突起が付けられる。 (2• 16 • 23) 1ではそれが渦巻文と一体化した円形の貼付文と

なり、 24では大形化した円形の貼付文に、 25では縦位の棒状貼付文と一体化している。これは22

に見られるような縦位隆帯から変化したもので、文様分割の基本単位 (4単位）を示している。ま

た2や16• 22 • 23は口唇下に隆帯がめぐっている。これら口唇部と一体化した隆帯表現は、長野

県に分布する「中道式」との関係を示唆していよう。 16• 23の隆帯には斜位の刻み目が施され、

ロ唇部の刻み目と一体化して羽状の構成となる。 22• 24の隆帯上の施文は縄文である。口縁部の

文様はII期の矢羽根状撚糸圧痕で横長の菱形文を構成する一群と酷似している。特に五十嵐遺跡

例（図 6~2 • 3) は菱形文が複数単位で重畳しており、これに渦巻文が加われば本群のものと
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まったく同一となる。また尖底を呈するものは胴部下半で施文方向を変え、条を縦位に施すもの

が多く、 II期の名残りを示している。 1• 25 • 27も尖底となるであろう。 29は2種類の原体を交

互に縦位施文して縦羽状を構成している。 16は外面に研磨を施した尖底部である。 12は外面に無

節Lの縄文を施文した土器で、内外面には条痕状の整形痕と指頭痕を残している。 13は内外面に

条痕をわずかに残す波状口縁の土器で、口唇部には刻み目が付けられている。下吉井式との関連

を伺わせる土器である。

現在のところ、これらの一群と類似する土器は類例が少なく、県内でも数遺跡で断片的資料が

みられるにすぎない（図10-1~7)。また、花積下層式期の集落である三原田城遺跡では、これ

らとは異なったタイプの土器（図10-8~10)が出土している。このうち 9は下吉井式との関連

が指摘されている。

3.周辺地域の土器群の様相

前項では県内出土の土器を 3群に分けてその特徴を見てきたが、前述のように群馬県では南関

東地方に分布する打越式 ・神之木台式 ・下吉井式と認定できる土器の出土はなく、また独自の編

年も確立されていない。そのため、土器群の様相がある程度把握され、その変遷過程が検討され

ている周辺地域との比較が必要とされる。ここでは南関東地方 ・長野県地方 ・東北南部地方をと

りあげ、研究動向にもふれながら各地の土器群の様相を見ていきたい。

南関東地方（図11・図12)
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本地域における早期終末土器群の研究は、東海編年との対比を主眼に進められてきた。その成

果は1983年の神奈川考古同人会縄文研究グループによるシンポジュームで検討され、編年的位置

づけは大枠で確定された。その後、宮崎朝雄氏はこのシンポジュームの成果をふまえつつ、在地

系土器群も含めた早期終末土器群の変遷過程を中心に検討を行っている。そのなかで宮崎氏は茅

山上層式以降を大きく III期に分け、各段階に東海地方の土器の影響が認められるとしたうえで、

特に I期後半からII期前半にかけてその影響を強く受けそれらが在地化していくが、 III期では影

響があまり見られないとしている。また各期を 2分することによって各土器群の変化をより詳細

に読みとり、口縁部文様帯における山形文を中心とする隆帯文は、全時期を通じて系統的に辿る

ことができる点を指摘している。在地系の土器群では、絡条体圧痕文の使用は 1期のみで消失し、

II期では新たに東北地方と関連をもつ縄文施文の土器が出現してその後に継続される。南関東地

方においては主体となる東海系土器群の編年的位置づけが大枠で確定し、今後はその細分と共伴

する在地系土器群の把握、および周辺地域との関係解明に主眼がおかれるであろう。シンポジュー

ムはその地固めの役割をはたし、宮崎氏の論考はその方向性に合致するものである。

本稿では宮崎氏のII• III期に相当するものを図版化した（図11・図12)。なお、選定にあたって

は群馬県との対比を考慮して縄文系土器群を中心に行った。

図l1-~13はIla期の一群で、石山式に比定されている。 1~7は縄文が施文される土器で、

ロ唇部には刻みをもつ。いずれも胎土に多量の繊維を含む厚手の土器である。縄文は 2種類のO

段2条縄を使用しており、羽状あるいは菱形羽状縄文を構成している。施文はいずれも横位施文

で、施文幅は広いものが多い。 1では器全体を一帯としており、山形状の構成となっている。な

お縄文施文に先立って条痕文が施されるため、縄文の合間に条痕がうっすらと残っている。 1~3

は口縁部に刻みをもつ隆帯で文様が施される土器で、いずれも波状口縁を呈す。 1は上面形が長

方形を呈する特異な土器で、底部は平底である。波頂部から垂下する縦位の隆帯が特徴的であり、

口縁部をめぐる隆帯の 2本目との交点には突起が付けられている。また、 3本目の隆帯は両側と

も長方形のコーナ一部分でたち消えている。低い幅広の波頂部は12の口縁形態に類似している。

2 • 3は口縁部にヒレ状の突起が付き、 3ではその部分に渦巻文が施される。この隆帯は入海II

式の隆帯文が口縁部に集約化して残存したものと解釈されているが、 1にみられる縦位の区画は

東海系土器群にはなく、縄文手法とともに東北地方から持ち込まれた可能性が強い。 8~11は条

痕文系の一群で、いずれも胎土に多量の繊維を含む厚手の土器である。 8は口唇部に 5• 6と同

様の細かい刻みが施されている。 9は口縁部に貝殻腹縁で刻みを施した低い幅広隆帯で山形文を

施している。 11は口唇下に突帯をめぐらしている。 12• 13は打越式土器である。薄手で胎土に繊

維を含まない。

14~17は2b段階の土器で、天神山式に比定されている。 14• 15の縄文系土器はいずれも波状

口縁を呈し、胴部には施文幅の広い整然とした菱形縄文が構成される。口縁部をめぐる隆帯は細

くなって口唇下に集約されており、 2a段階のものが退化したものと考え られている。 2点とも
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胎土には多量の繊維を含む。 16• 17は口縁部に隆帯文、胴部に貝殻腹縁文をもつ土器である。 16

では胴部の連続山形文は横線状に変化しており、文様帯下には区画線が見られる。 17では隆帯と

の間に貝殻条痕による格子目文が施されている。口縁部の隆帯は縦位隆帯を伴うもので、次段階

（神之木台式）の隆帯文の前身と考えられている。

IIIa期は隆帯文土器群（神之木台式）を主体に、沈線文土器、貝殻条痕による格子目文土器、

縄文土器で構成され、塩屋式に比定されている。縄文系土器の良好な資料がないため図は割愛し

たが、いわゆる神之木台式が器種構成の大半を占めているのが南関東の実態なのであろう。

IIIb期は沈線文土器（下吉井式）を主体に、格子目文土器、縄文土器、隆帯文土器、塩屋式土

器で構成される。図12の土器群がこれに該当するものと思われる。縄文系土器は斜位施文による

縦長の菱形構成をとるものが主体で、口縁部に撚糸圧痕を施文した文様帯をもつものが出現する。

胴部の縄文は 0段2条と 0段3条の両者があり、 1種類の原体で施文方向を変えて構成するもの
(9) 

が多い。 13• 14は絡条体の回転施文で同様の構成をした土器で、長野県地方に類例がある。 ll・

心歪辛グ
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12は菱形構成のもので、原体はやはり 1種類である。口縁部の撚糸圧痕は、 2段の太い縄を 1本

単位で施文するものが多く、他に 1段の多条縄を使用するもの (6• 8)、1段の 2条縄を使用す

るもの (15• 16)、撚りの異なる細い 1段縄を併せて矢羽根状に施文するもの (7• 10)などのバ

ラエティがある。また肥厚口縁を呈するもの (6 • 7)や、隆帯を伴うもの (1 • 10 • 13 • 16) 

もある。内面に条痕の伴うものも多く、群馬県の例とはこの点が異なっている。 3~5 • 9 • 19 

は共伴と考えられる下吉井式土器で、特に19は土壊の共伴資料として著名である。 28は単独出土

であるが、この時期に含めてよいだろう。ここでは縄文系土器が充実している埼玉県の資料を使

用したが、南下するにしたがって縄文系土器の占める比率は低下する傾向にあり、神奈川県下で

は沈線文土器が大半を占めている。

なお、宮崎氏はIIIb期以降について、「羽状縄文土器、貝殻背圧痕文土器、撚糸圧痕文土器が主

体を占めるようになるが、 IIIb期の土器群の系統も残存していく」とし、「早期終末の土器群から

花積下層式土器成立までの過程は、連続的なものであった」としているが、具体的な資料は示さ

れていない。

南関東の縄文系土器は、 II a •II b 期の菱形（羽状）構成から IIIb期では斜位施文を特徴とす

る縦長の菱形構成へと移行し、 IIIb期以降は再び菱形（羽状）構成が主体となるらしい。このう

ような縄文の変化は、群馬県の I期 ・II期 ．III期の変化と対応するが、群馬県では、 II期以降内

面の条痕が消失するのに対し、南関東ではIIIb期まで条痕施文が継続している。

長野県地方（図14・図15)

ここでは群馬県との関連から、長野県東半部を中心に見ていきたい。長野県地方の該期土器群

は、絡条体圧痕文土器を中心に進められてきた。そして近年の資料増加に伴い、特に後半期では

それに縄文系土器、撚糸文系（絡条体回転文系）土器が共伴し、隆帯文土器や東海系土器も若干

伴出するものが認められるようになった。宮下健司氏はこれらの成果をふまえ、絡条体圧痕文土
(10) 

器の 4細分案を提示した。 I段階は条痕文を地文とし、イモ虫状の太い絡条体を口縁下に施文す

るもの、 II段階は内面の条痕が消失し、山形やX字状のモチーフで文様が構成されるもの、 III段

階は撚糸文を地文とするもの、 IV段階は前期初頭の縄文系土器に伴うものとし、 II段階では入海

II式～石山式土器を伴出、 III段階では石山式～天神山式を伴出するとした。これにより、長野県

地方では茅山上層式から前期初頭にわたって絡条体圧痕文が継続する見通しが示された。一方、
(ll) 

それに伴う縄文系土器については、守矢昌文氏が芥沢遺跡報告書のなかで検討している。氏は縄

文系土器を口縁部の特徴から 8分類し、県内主要遺跡での各々の伴出状況から、刻みや絡条体圧

痕を施文した貼付隆帯を伴う縄文系土器は石山式 ・天神山式頃に出現し、塩屋式段階ではそれが

肥厚口縁化し、塩屋式以降では肥厚しないものへと変化していくと指摘している。以上のことを

参考にしながら図版を組んでみた。

図14は宮下氏のIII段階、守矢氏の I段階目にあたる。 1は縄文が施文された絡条体圧痕文上器

である。八ヶ岳南麓の山梨県中込遺跡出土のもので、包含層最下部から打越式とともに検出され
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図13 長野県地方第 1段階 (1中込、 2• 3梨久保）

た土器である。地文の縄文は0段2条LRを縦位・横位に施文して菱形状に構成するが、施文は

かなり乱れている。口縁部は 8単位の小波状を呈し、各波頂下に 2条の絡条体圧痕文を垂下させ

て器体を 8分割し、垂線の上下端部を同圧痕文による弧状文で連結して、区画内に同圧痕文を充

填している。内面はナデ調整で指頭痕が認められる。器厚10mm以上の厚手の作りで、胎土には多

量の繊維を含んでいる。基本的な構成は群馬県熊の穴II遺跡の縄文施文の一群と同様であり、縦

位の区画線と弧状文の組み合わせは、二之宮千足遺跡の例（図3-23）にも通じている。このよ

うな縄文を伴う絡条体圧痕文土器は長野県でも出土例があり、御座岩遺跡、よせの台遺跡などが

代表例である。 2は斜向する撚糸文を地文に 8条の絡条体圧痕を横位にめぐらした土器である。

口縁部には円形の大きな突起が付けられ、その右側には途中でたち消えとなる太隆帯が施されて

いる。突起と隆帯および口唇部には同圧痕文が施文されている。このたち消えの隆帯は群馬県 I

期の熊の穴 II遺跡出土の土器（図 4 - 4•5) や、南関東 II期の向山遺跡出土の土器（図l1- 1)

にも認められる特徴であり、また円形の突起は同じ向山例のものと類似している。 3は2と伴出

した縄文施文の土器である。口縁部をめぐる隆帯には縦位の隆帯が伴い、口縁部には斜縄文、胴

部には2種類の原体を使用した施文幅の広い菱形縄文が施される。隆帯と口唇部には斜めの刻み

が施される。なお口縁部をめぐる隆帯の両側には沈線による縁取りが施されるが、これは絡条体

圧痕文土器の手法と関連するものであろう。 2• 3は器厚が7~8mmとやや薄手で、胎土には多

量の繊維を含んでいる。内面の調整は 2が擦痕、 3はナデである。

図15の上はそれに次ぐ段階と思われる一群である。口縁部をめぐる太い隆帯が特徴的であり、

縄文系土器・撚糸文系土器を主体に、絡条体圧痕文土器が若干加わるであろう。 1は絡条体圧痕

文土器で、隆帯の上下に山形文を施している。内面に若干条痕を残すが、他は無文である。 2は

1の山形文を沈線に置換した撚糸文施文の土器である。 3• 4は口縁部に縦位隆帯を伴う縄文系

土器で、口縁部に 2本の沈線で弧状文が施される。胴部の縄文は 3が菱形状構成、 4は口縁部と

同じ斜縄文である。口縁部の隆帯には 3は斜位の刻み、 4では縄文が施文されている。なお、 3

は波状口縁である。 5は口縁部が幅広のもので、口縁部には斜縄文、胴部には菱形縄文が施され
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る。また、口唇部と隆帯には刻みが付く。 6• 7は縦位隆帯を伴う波状口縁の土器で、いずれも

胴部は施文幅の広い菱形羽状縄文で構成される。 6は口唇部と隆帯に斜めの刻みが付き、口縁部

は無文である。 7は隆帯が無文のままで、口縁部には縄文が施されている。 8は口縁部に爪形文

を3条めぐらし、胴部には縦走縄文を施している。縄文は 0段3条縄である。本地域では縦走の

縄文は少なく、爪形文の使用はこの時期では希な例である。 9は斜向する撚糸文を施した土器で、

施文は隆帯上にも及んでいる。以上の縄文系 ・撚糸文系土器はいずれも厚手で胎土には多量の繊

維を含んでおり、内面に条痕は認められない。 3• 4は口縁部文様の特徴から神之木台式に比定

されよう。 1• 2もその時期に含まれる可能性が強い。

図15の下は守矢氏の第2段階にあたる一群である。肥厚口縁を特徴とする縄文系土器 ・撚糸文

系土器を主体に、突帯をもつ土器が加わって構成される。この一群には木島III式の共伴が認めら

れると言う。 10• 11は施文幅の広い菱形羽状縄文を施す土器で、結節部の施文は認められない。

口縁部にはまだ前段階の隆帯表現が残っており、特に波状口縁の10は肥厚口縁へと変化する過渡

的な様相をよく示している。 11は口縁部に 2本の隆帯と縄端部の刺突列をめぐらしている。 12• 

13は10• 11に伴う撚糸文系土器である。 2本1組で巻かれた絡条体で縦長の菱形状に構成されて

おり、口唇下には隆帯状の肥厚部が認められる。なお、この段階の撚糸文系土器には、異なった

撚りの縄2本を合わせた矢羽根状の撚糸を使用するものがある。 15• 16は肥厚口縁のタイプで、

胴部には結節部を伴う菱形羽状縄文が構成される。 15は口縁部に縦位隆帯から変化した突起が付

く。 17~19・21はこれに伴う撚糸文系土器である。縄文系と同様の肥厚口縁を呈するものが多く、

胴部は縦長の菱形状か縄文系と同様の菱形羽状で構成される。撚糸は2本 1組のものがほとんど

で、矢羽根状のものも見られる。 20• 22 • 23は突帯をもつ一群で、 2• 9の系統を引くものであ

ろう。 20• 22は胴部に条線が施され、 22では突帯上にも条線が施文される。 20の口縁部には 1.

2に見られた山形文が施文されている。 23は無文の土器で、隆帯に斜めの刻みが付けられている。

以上の土器はいずれも胎土に多量の繊維を含んでおり、内面に条痕は認められない。 14は21• 22 

に共伴した木島III式土器である。

以上長野県地域の上器を 3段階に分けて見てきたが、ここで少しまとめておきたい。まず、縄

文の使用は当初縦区画を伴う文様構成とともに絡条体圧痕文土器に取り入れられた（図14-1)。

その時期は南関東地域と同じ打越式の段階と考えられる。長野県地方ではそれを別タイプの絡条

体圧痕文土器の口縁部をめぐる隆帯と融合させ、図14-3のような独自の縄文系土器を成立させ

たと考えたい。この土器の系統は「中道式」までたどることができ、一貫して菱形羽状構成の縄

文と結びついている。一方撚糸文系（絡条体回転文系）土器は、第2段階に成立したと考えられ

る。第2段階の撚条文系土器では 1本単位の絡条体で斜向施文するものが主流だが、第3段階で

は2本単位の絡条体で菱形の構成をとるものが主体となる。なお、第3段階には異なった撚りの

2本を合わせて矢羽根状とする撚糸文があり、これが花積下層式の撚糸圧痕とどのような関係に

あるのか検討する必要がある。
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東北南部地域（図16・図17)

東北地方の該期土器の研究は、仙台湾周辺を中心とする層位学的発掘調査の成果をもとに進め

られてきた。この間の研究史については相原淳一氏の一連の論考が詳しい。東北地方においても

近年の資料増加に伴い、従来の型式理解では対応しきれない状況が生じており、学史の見直しと
(12) 

分層所見を重視した編年の再構築そして地域色の把握が模索されつつある。ここでは1989年の縄
(13) 

文文化検討会主催によるシンポジウムに際し、鈴鹿良一氏がまとめた福島県出土資料を中心に、

東北南部地域の土器様相を見ていきたい。
(14) 

図16は梨木畑式（北前式）段階に比定されている一群である。前段階まで認められた口縁部下

の屈曲は消失している。平縁を基調とするが波状口縁のものもある。口縁部文様は縦区画を伴う

x字状のモチーフで構成するものがほとんどで、連弧状・山形状の構成も見られるが、これらは

縄圧痕のものに限られている。文様施文には半馘竹管による平行沈線が多用され、他に縄の側面

圧痕、刻みや押圧が施された隆線などがある。平行沈線と隆線は併用されることが多く、半戟竹

管で爪形状の刻みが付けられた隆線も多用される。側面圧痕の縄は2段撚りのものが基本で、他

と併用されることはほとんどない。文様は2~3本の複数単位で施文されるのが一般的である。

なお、口縁部の地文は横位の条痕施文が一般的で、無文や縄文施文のものは少ない。胴部には斜

縄文が施されるが、まれに菱形構成のものもある（ 2)。なお、縄文はこの時期以降、 0段3条縄

が多用される。内面には横位の条痕あるいは擦痕が認められ、口唇下に縄文を施文するものも多

い。胎土には繊維を含むが、それほど多くはない。以上が本地域の梨木畑式段階土器の概要であ
(15) 

る。仙台湾周辺ではこの時期に縄の側面圧痕が多用されており、梨木畑 ・船入島両貝塚から同様
(16) 

の文様構成の土器が出土している。また、青森県表館遺跡ではこの時期に平底が一般化しており、

菱形構成の縄文も多用されている。

図17の上は大畑G式 ・日向前B式土器である。地文の縄文・撚糸文が縦走する点を特徴とする

一群で、鈴鹿氏はこのうち大畑G式の一群を梨木畑式（北前式）段階の地方型と把えているが、

胴部の地文が口縁部にまで及んでいる特徴は日向前B式と共通しており、ここではそれと一括し
(17) 

て扱っておきたい。口縁部は平縁の他に小波状のものもあり、底部は丸底を呈す。口唇部に刻み

をほどこすものもある。文様施文は沈線によるものが主流で、他に縄の側面圧痕によるものもわ

ずかに伴出する。半裁竹管による平行沈線や隆線の使用は消失している。文様構成は梨木畑式（北

前式）段階のものを引きつぎ、それらは縦区画から横帯文へ、平行沈線から集合沈線へ、そして

さらに充填文様へと変化してゆく。 1• 2は平行沈線で縦区画を伴う文様構成をした大畑G式土

器である。 1の文様構成は梨木畑式（北前式）段階のものとほぼ同一である。地文は 1が撚糸文、

2は条痕文である。 3~5は集合沈線で文様を構成する岡橋段階と呼ばれる一群である。 3• 5 

は1から変化したもので、縦区画は消失して、文様は横帯化している。 4は2から変化したもの

で、横帯の区画線が加わっている。地文は 3• 5が斜向する縄文、 4は撚糸文である。 7~10は

充填化した段階のもので、 9• 10では充填鋸歯文が成立している。地文はいずれも縦走する縄文

52 



豪習傷茫`
賢り髯f

乏.,,-,・-

ジ／
噂諷諏氾／／ 攣
．迄．一ぶ ，＇ 心で“と，‘‘―n 4立叩～

賓京鋼
8 

,
 

.
 

.. K
 

刀
り
H
Ht
2

全
i
}
/

全
t
i
さ全‘'さ、雀
嘉
詞
聾
》

肴
袈
f

2
 

ー

ー

ri
l
'
I
l
 

I
L
 

攣
゜
ー

警
竺
｝
．
足

｛
 

3
 

n
"
l
l
_」
代

ー

1

図15 東北南部の土器群（梨木畑式（北前式）段階）
1~3 • 5~7 ・ll~13松ケ平A
4 • 8岩下D、9柏久保、10北ノ股

である。 6は2~3条の側面圧痕で連弧状の文様を構成する土器で、胴部には縦走する縄文が施

されている。 11は岡橋段階の一群に伴う縄文施文の土器で、口縁部は横長の菱形構成となってい

る。 12は充填施文の一群に伴うもので、やはり菱形状の構成を意図している。なお、 これらの土

器群には撚糸文系土器が少数伴出している。内面に条痕や擦痕を施すものもあり、胎土には多量

の繊維を含んでいる。 また、口唇部に刻みや縄文が施文されるものも多い。 これらの類例は仙台

湾以北でも出土しているが、横帯区画の構成のものが主体で、施文は縄の側面圧痕が多用される

傾向にある。側面圧痕に使用される縄は2段のものが一般的だが、表館遺跡では 1段縄を使用し

たものもあり、胴部の縄文も羽状・菱形羽状のものが認められる。 6と同様の構成をもつ土器は

表館遺跡でも出土しているが、口縁部の圧痕はRとLを合わせた矢羽根状の原体を使用しており、

胴部の縄文は羽状縄文である。

図17の中段は花積下層式直前段階に比定されている一群である。前段階の特徴であった縦走す

る縄文は羽状あるいは菱形縄文に一変し、幅の狭い口縁部文様帯は太隆帯で区画されている。 口

縁部文様帯には縄の側面圧痕を多用し、渦巻文や鋸歯状文が構成される。圧痕に使用される縄は

2段と 1段とがあり、 1本単位で使用するものが多い。撚りの異なった 2種類を合わせて矢羽根

状に施文するものもあるが、量は少ない。隆帯は突帯状の高いものと低いものがあり、刻みや縄

文が施文される。胴部の縄文は同一原体で施文方向を変えて施すものが主体で、施文幅は広いも

のが多い。原体は0段多条縄が多用される。 これらには21• 22のような撚糸施文の土器が伴う。

21のように隆帯をもつものはあるが、 口縁部文様帯をもつものは基本的にない。撚糸は 1段縄を

使用し、斜向あるいは縦走するものが多く、施文は口縁部内面にまで及んでいる。器形は前段階

のものを引き継いでいるが、口縁部は外反する傾向が認められる。器厚はかなり厚手で胎土には
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多量の繊維を含む。なお、内面は基本的に無文化しているが、条痕や擦痕がうっすらと残るもの

もある。この一群の類例は以外と少なく、仙台湾周辺以北にも見られない。

図17の下は花積下層式に比定される一群である。前段階を引き継ぐ内容であるが、太隆帯を使

用するものは少なく、かわって刻み目や縄の押圧がその部位に施されるようになる。また渦巻文

は小型化している。沈線で文様構成するものには、日向前B式期に成立した充填鋸歯文が多用さ

れる。

以上が福島県の該期土器群の概要である。梨木畑式（北前式）段階から日向前B式までは、文

様構成や地文の変化を比較的スムーズにたどることができるが、花積下層式直前段階への変化は

断絶を感じさせるほど一変している。しかし、器形や撚糸施文の土器には前段から引き継ぐ要素

もあり、時間差と言うよりも外的要因による変化の可能性が強い。その特徴である口縁部文様に

見られる隆帯表現や渦巻きのモチーフは仙台湾以北にも見あたらない。現段階でこれらの要素を
(17) 

合わせもつものは南関東地方の下吉井式の古い段階の土器群である。そしてその中間に位置する

群馬県三原田城遺跡でも、図17-13~17に近似する大きな渦巻のモチーフと隆帯をもつ土器が出

土している（図10-9)。ただし、現在のところ福島県や群馬県では下吉井式土器そのものの出土

はない。今後の資料増加に期待したい。福島県ではその後、この土器が主流として受け継がれて

いくが、隆帯表現はいちはやく連続刺突に変化している。

4.縄文系土器群の変遷

各地域の土器群は当然のことながら地域色をもっており、各段階資料の量比も一様ではない。

そのため各地域で検討されている段階設定も、現状では同一の基準にもとづいたものとはなって

いない。しかし、これまで見てきた各地域の土器群のうち、特に縄文系土器群には共通する要素

をもつものが多い。これらを参考にしながら各地域の段階設定を比較してみると、本項で行った

群馬県の3期分類のうち、 I • II期は Ia • I b 期、 n a •II b 期に細分する必要性が生じる。

そのうえで各地域の縄文系土器群を中心に対比してみると、図18• 19のように整理することがで

きる。

I a期は縦区画を伴うモチーフを特徴とする一群がある。このモチーフは縄文手法とともに東
(18) 

北地方から波及したものと考えられるが、仙台湾以南の東北地方では口縁文様部に縄文のあるも

のは少なく、胴部の縄文は斜縄文が多用されるのに対し、関東 ・山梨では全面に菱形縄文が施さ

れている。また、南関東ではこの時期すでに絡条体の使用は消滅しており、向山遺跡例では隆帯

施文の土器に採用されている。なお、この土器にみられる平底と菱形縄文の構成は東北地方北部

に類例がある。これらは南関東のIla期、東北南部の梨木畑式（北前式）段階に対応しよう。

I b期は Ia期のモチーフをそのまま引き継ぐ一群 (9~13) と、縦位隆帯を伴う隆帯文土器

の一群 (5~8) とがある。前者は二本の平行沈線で文様を描く点で大畑G式と共通するが、地

文は Ia期をそのまま引き継いで菱形縄文となっている。 13は縄の側面圧痕で文様を施した例で
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ある。一方後者は関東的な一群である。その特徴である口縁部の縦位隆帯は Ia期の縦区画から

変化した可能性もある。このうち、前者は東北南部の大畑G式に、後者は南関東のIIb期に対応

するが、これらが時間差をもつかどうかは今後の課題としておきたい。

IIa期は縦走縄文を特徴とする一群の古い段階のもので、集合沈線で山形・菱形の横帯文様を

施す特徴をもつ。県内では良好な資料が少ないが、大平台例と五目牛南組例が該当しようか。大
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図17 縄文系土器群の変遷（1)

56 



宮地（群馬）

I
I
b
期

下段（埼玉）

ー2
 ‘

,
j
 

八

□H
日
は

`

I

苫．
2
．

馬

姿

筋

ぽ

，
~．
閃
h
'
`
’

雪

｛

碑
iI
'

大

喜
ぶ
伶
公
‘

q
・
マ
，
i
§
'
:
r
'

'今
‘
沫
c‘,
‘
T
'
"

I
,
9
,
'
’
.
,
9
,
'
’
 

,
 
.. ’
 

25 

打越（埼玉）

22 

牡丹平（福島）

劇

疇
戸
¥
[

)

/

‘

机

仇

伍

配

n

/

 

青表

鵬

一

館

参考

III

期

゜28卸串ネ（ 台木之申ネ
／ロ
9

[

 

羽白C （福島）

「――
＿＿＿＿＿＿＿＿」

前原（東京）

松ケ平A （福島）

2 

五目牛清水田（群馬）

悶`., •'3 3 

真行寺（長野）

34 

タタラ山（埼玉）

/Y-
35 

三沢（北海道）

図18 縄文系土器群の変遷（2)

平台例の口縁部文様は17と共通し、地文の斜向する撚糸文は16と共通している。 15は18に対応す

るであろう。長野県地方では集合沈線を使用する例はないが、基本的な構成は一致しており、同

時期と見てよいだろう。 これらは南関東のIIIa~IIIb期、東北南部の岡橋段階に対応するであろ

う。

II b期は縦走縄文の新しい段階で、文様は集合沈線化が一段と進み、充填鋸歯文や重弧状の文

様が形成される。群馬県では沈線のかわりに縄文や撚糸圧痕文が多用される。撚糸圧痕文はRと
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Lの2本を合わせた矢羽根状の圧痕を施すものが多い。また、胴部の縄文は縦長の菱形状に構成

するものが多く、これは関東地方の特徴となっている。重弧状の文様を構成する24と25は同一型

式と思えるほど近似している。 24は埼玉県、 25は青森県出土であり、両土器文様の復元が正しけ

ればこの時期になかり広域にわたる交流があったことを示す好例となる。これらは南関東のIIIb

期、東北南部の日向前B式に対応する。

III期では口縁部に隆帯をもち、大きな渦巻文を特徴とする一群 (A類）と、隆帯がなく小さな

渦巻文が施される一群 (B類）とがある。 A類の渦巻文は下吉井式(28)のそれを撚糸圧痕に置換

したものと考えられ、群馬県ではこれをIIb期に見られる矢羽根状の撚糸に置換し (27)、福島県

では伝統的な 1本単位の縄圧痕で表現している (30• 31)。隆帯は下吉井式にも認められるがいず

れも低いものが多い。福島県ではこの段階に伴って、口唇下に太隆帯をもつ撚糸施文の土器が多

量に出土している。これは長野県の第 2段階の隆帯をもつ縄文系 ・撚糸文系の土器群と類似して

おり、太隆帯は長野県の土器から採用した可能性もある。前原遺跡の29は、菱形区画のなかに渦

巻状の文様が施されており、三原田城遺跡のものに類似しているが、胴部の縄文はIIb期の構成

となっている。 B類は隆帯を伴わない一群で、口縁部文様は横長の菱形構成となるものが多い。

群馬県では幅の狭い 2~3段の菱形構成をとるものが多く、福島県以北では 1段構成が一般的で

ある。圧痕に使用される撚糸は、 33• 35では 1本単位、 32• 34 • 36は矢羽根状のものを使用して

いる。 34は渦巻文を伴うか不明である。なお、 35• 36に見られる口縁部文様帯上下の刺突状刻み

はA類から変化したものであり、菱形一帯構成の一致も含めて、その系統をたどることができる。

これに対し32~34は文様帯の明瞭な区画をもたず、菱形多段構成となっている。これらは前述の

ように五十嵐遺跡のタイプ（固 6-14 • 15)の系統をひくものと思われ、 A類とは別系統と考え

られる。胴部の縄文は菱形羽状構成とされるが福島県では羽状縄文が主体である (33)。縄文一帯

の施文幅が広いものが多く、口縁部文様帯幅はこの施文幅とほぽ一致している。この一群もかな

り広域にわたって斉一性をもっており、各地のクロスディティングに有効な一群である。

III期は撚糸圧痕による渦巻文を伴う口縁部文様と菱形・羽状縄文の一般化をもってIIb期と区分

したが、 A類は下吉井式から変化したものと言うよりもその影響を受けて成立した一群と考えら

れ、 IIb期に平行する可能性が強い。 29の胴部文様の存在もそれを示唆している。 B類はこれら

に次ぐ段階の一群であろう。なお、 B類はいわゆる前期羽状縄文系土器群の先駆をなす主要土器

群と考えられ、この一群の成立をもって前期初頭としたい。

4.群馬県における早期終末土器群の様相

前項で検討した縄文系土器群の時期区分をもとに、群馬県出土土器群の様相を周辺地域との関

連を含めながらまとめると、以下のようになる。

I a期は絡条体圧痕文土器・縄文施文の絡条体圧痕文土器・条痕文土器で構成される。いずれ

も隆帯を伴うものが多く、条痕文土器のなかには貝殻背圧痕文を伴うものもある。総体として条
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痕文の施文は卓越しているが、擦痕状のもの ・内面無文のものもある。平縁を呈し、口唇部に刻

みをもつものが多い。この段階の土器群は長野県地域と最も近似していると言えよう。南関東で

は薄手で擦痕が卓越した打越式が主体を占める時期である。群馬県では今のところ打越式の出土

は認められないが、熊の穴II遺跡では山形状の構成をとる絡条体圧痕文土器が出土している。現

在のところ、熊の穴II遺跡が代表例であるが、西毛地域でも出土が確認されている。

I b期は条痕文系土器を主体に、縄文系土器 ・絡条体圧痕文土器 ・貝殻背圧痕文土器で構成さ

れる。条痕文の施文は Ia期に較べて減少し、無文化の傾向が強くなる。条痕文系土器も無文化

の傾向が強く、隆帯を伴うものはほとんどなくなる。縄文系土器は増加する傾向にあり、数タイ

プが認められるようになるが、絡条体圧痕文土器は逆に減少してくる。一方南関東では貝殻腹縁

文土器群から隆帯文土器群への変換がはかられる時期にあたる。条痕文系土器は平縁で尖底を呈

するが、縄文系土器では波状口縁で平底のものもある。また、口唇部に刻みをもつものが多い。

外擢山遺跡、荒砥上諏訪遺跡、二之宮千足遺跡、下鶴ケ谷遺跡がこの時期に該当しよう。

II a期は資料数が少なく判然としないが、条痕文系土器 ・絡条体圧痕文土器は消失し、縄文系

土器を主体に撚糸文系土器が加わって構成されるものと思われる。このような縄文系土器を主体，

とする傾向は長野県にも認められるが、この時期を特徴づける縄文の縦走化は長野では受け入れ

られていない。南関東地域では隆帯文系土器群から沈線文系土器群へと変換する時期に該当する

であろう。

II b期は縄文系土器を主体に構成される。胴部の縄文は前段階を引き継いで縦長の菱形状構成

のものが主体であるが、羽状縄文 ・菱形羽状縄文を構成するものも若干あり、 I期の伝統がわず

かながら継承されているものと思われる。東北地方で主体となる縦走するタイプは比較的少ない。

口縁部文様帯は幅が狭く、肥厚口縁を呈するものが多い。文様構成や施文手法は 2-(2)で記し

たとおり数タイプが認められる。胴部縄文の縦走化や鋸歯状構成が多用される点では東北地方の

土器群と共通しているが、胴部縄文は縦長の菱形状構成が主体であること、口縁部文様帯が一帯

構成で狭いこと、肥厚口縁や隆帯を伴うものが多いこと、矢羽根状撚糸圧痕が多用されることな

どの違いがあり 、これらは関東地方の特色としてよいだろう。口縁部は平縁と波状とがあり、底

部は尖底が大半を占める。南関東地域のうち埼玉 ・東京ではこの段階に縄文系土器が増加してお

り、同様の特徴を見ることができる。長野県地域では縄文系土器は一貫して菱形羽状構成をとる

が、これに伴う撚糸文系土器は関東の縄文系土器と同様の縦長の菱形状に構成するものが多い。

また、口縁部をめぐる隆帯は肥厚口縁へと変化しており 、この点も関東地方と同一歩調をとって

いる。 II期で紹介した遺跡の大半がこの時期に該当するであろう。

III期も縄文系土器を主体に構成されるが、胴部の縄文は菱形羽状構成が主体となる。この段階

の一群は斉一性が強く、東北から関東にわたって共通性の強い土器群が広範に分布するが、長野

県地域では撚糸圧痕で文様を構成する土器は少なく、肥厚口縁に縄文のみを施した「中道式」が

主体となっている。平縁が主体で平底のものも増加するが、群馬県ではこの段階以降も尖底が残
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存する。五目牛清水田遺跡がこの時期に該当する。

5.おわりに

本稿ではこれまで不明瞭だった群馬県の早期末～前期初頭土器群について、周辺地域と対比す

るうえで優位な縄文系土器群を中心に検討し、各段階の土器群の概要と変遷過程についての把握

を試みた。検討不十分で未だ資料提示の域をでないが、今後の資料増加を待って機会があれば稿

を改めたい。なお本稿をまとめるにあたり 、多くの方々にお世話になった。末筆ながら記して感

謝の意を表したい。

会田進木津博明工藤信一郎渋谷昌彦鈴鹿良一谷藤保彦堤隆奈良泰史

能登健平林彰保坂康夫前原豊松村一昭守谷昌文 山崎丈

（本稿は、当事業団の平成 3年度自主研究指定を受けた「北関東における花積下層式土器の様相」

の成果の一部である。）
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